
校
　
　
歌

作
詞
　
小
倉
　
　
博

作
曲
　
海
軍
音
楽
隊

過
ぎ
て
久
し
き
昔
よ
り

　
　
名
に
流
れ
た
る
名
取
川

　
　
　
　
瀬
の
音
さ
や
け
く
水
清
き

辺
を
し
め
て
永
遠
の

　
　
基
さ
だ
め
し
わ
が
学
校

よ
も
の
む
ら
山
見
下
ろ
し
て

　
　
天
そ
そ
り
立
つ
う
ど
が
森

　
　
　
　
お
ち
こ
ち
人
の
指
さ
し
て

称
う
る
姿
窓
近
く

　
　
わ
れ
ら
は
仰
ぐ
朝
夕
に

絶
え
ぬ
流
れ
に
の
ぞ
み
て
は

　
　
日
ご
と
の
つ
と
め
怠
ら
ず

　
　
　
　
そ
び
ゆ
る
峯
に
向
か
い
て
は

心
を
高
く
や
し
な
い
て

　
　
行
か
ん
誠
の
道
す
ぐ
に

一
、

二
、

三
、

赤石分校
こころの故郷

1 8 8 8 . 0 4 - 2 0 2 1 . 0 3

額  装  寄  贈
「三町の結」

赤 石 分 校 閉 校 準 備 委 員 会 委 員 長

山 田  勝 三 郎
令 和 四 年 三 月

赤
石
の
子

美
し
く
す
き
と
お
る
名
取
川
の
水

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
・
カ
ゲ
ロ
ウ
・
カ
ワ
ゲ
ラ
す
ん
で
る

白
い
タ
ン
ポ
ポ
さ
く
こ
ろ
は
山
に
登
り

夏
は
み
ん
な
で
川
遊
び

　
　
　
　
大
き
な
岩
か
ら
と
び
お
り
た

毎
日
を
楽
し
く
　
す
て
き
な
こ
と
見
つ
め
て

う
れ
し
さ
の
中
　
ぼ
く
た
ち
は
歩
い
て
行
こ
う

い
つ
も
三
つ
の
山
に
見
守
ら
れ
て
い
る

中
の
森
　
か
め
が
森
　
か
の
か
み
山

田
ん
ぼ
に
お
米
が
ザ
ク
ザ
ク
と
　
虫
た
ち
の
秋

冬
は
み
ん
な
で
雪
遊
び

　
　
　
　
ソ
リ
す
べ
り
の
時
す
ご
い
コ
ー
ス

毎
日
を
明
る
く
　
な
み
だ
は
そ
で
で
ふ
い
て

元
気
い
っ
ぱ
い
で
ぼ
く
た
ち
は
か
け
出
し
て
行
く

む
か
し
人
を
さ
さ
え
た
　
よ
う
せ
い
の
松
は

時
が
う
つ
ろ
う
と
も
　
え
顔
わ
た
し
て
る

ぶ
ち
合
わ
せ
だ
い
こ
　
心
一
つ
に
た
た
く

ひ
び
け
み
ん
な
の
夢
の
音

も
り
に
と
ど
け
風
よ
は
こ
べ

わ
れ
ら
は
赤
石
の
子
ど
も

一
、

二
、

三
、

創
立

西
暦

元
号

年

校
長

父
母
教
師
会
会
長

分
校
主
任

支
部
長

沿
革
史

主
な
出
来
事

0

1888

明
治

21

茂
庭
尋
常
小
学
校
赤
石
分
教
場
創
立
（
北
赤
石
合
の
沢
北
）

市
制
・
町
村
制
公
布　

磐
梯
山
噴
火

1

1889

22

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布　

仙
台
市
制
施
行　

生
出
村
発
足

2

1890

23

第
1
回
衆
議
院
議
員
選
挙　

教
育
勅
語
発
布

3

1891

24

東
北
本
線
全
線
開
通
（
上
野
〜
青
森
）

4

1892

25

教
科
書
検
定
規
則
改
正　

馬
越
石
ト
ン
ネ
ル
開
通

5

1893

26

生
出
尋
常
小
学
校
赤
石
分
教
場
と
改
称

君
が
代
国
歌
制
定　

小
学
校
に
裁
縫
科

6

1894

27

校
舎
移
転
（
南
赤
石
河
原
）　

裁
縫
科
増
設

日
清
戦
争　

仙
台
市
内
に
電
灯
が
つ
く

7

1895

28

第
1
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
（
ア
テ
ネ
）

8

1896

29

三
陸
大
津
波　

活
動
写
真
初
上
映

9

1897

30

常
磐
線
開
通　

河
北
新
報
発
刊　

県
道
坪
沼
道
路
改
修

10

1898

31

創
立
10
周
年

イ
チ
ゴ
栽
培
始
ま
る　

豊
田
式
自
動
織
機

七
十
七
銀
行
開
業 

11

1899

32

年
賀
郵
便
始
ま
る　

小
学
校
教
育
費
国
庫
補
助
法

12

1900

33

生
出
尋
常
高
等
小
学
校
赤
石
分
教
場
と
改
称

義
務
教
育
4
年
と
な
る　

仙
台
市
内
に
電
話
開
通

13

1901

34

1
〜
4
年
生
ま
で
1
学
級
編
成

八
幡
製
鉄
所
開
業　

生
出
村
模
範
自
治
村
に
選
出

14

1902

35

日
英
同
盟　

八
甲
田
山
雪
中
行
軍
遭
難

15

1903

36

ラ
イ
ト
兄
弟
飛
行
機
成
功　

固
定
教
科
書

16

1904

37

日
露
戦
争　

パ
ナ
マ
運
河
工
事
開
始

17

1905

38

東
北
地
方
大
凶
作

18

1906

39

鉄
道
国
有
化　

夏
目
漱
石
「
坊
ち
ゃ
ん
」
著

19

1907

40

東
北
帝
国
大
学
創
設　

演
歌
バ
イ
オ
リ
ン
流
行

義
務
教
育
6
年
に
延
長

20

1908

41

第
1
回
ブ
ラ
ジ
ル
移
民　

仙
台
電
力
株
式
会
社
創
立

21

1909

42

補
習
学
校
夜
学
部
設
置

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
発
売　

マ
ラ
ソ
ン
始
ま
る

22

1910

43

日
韓
併
合　

文
部
省
歌
制
定

23

1911

44

ア
ム
ン
セ
ン
隊
が
南
極
点
に
史
上
初
め
て
到
達

24

1912

45

教
室
増
築

第
5
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
初
参
加
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）

25

1913

大
正

2

1
〜
5
年
生
ま
で
分
校
で
授
業
す
る

東
北
地
方
大
冷
害　

森
永
キ
ャ
ラ
メ
ル
発
売

26

1914

3

第
一
次
世
界
大
戦　

秋
保
馬
車
鉄
道
開
通　

赤
石
橋
木
橋

27

1915

4

1
〜
4
年
生
ま
で
1
学
級
編
成
と
な
る

輸
出
超
過
で
大
戦
景
気

芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
著

28

1916

5

海
軍
航
空
隊
設
置　

吉
野
作
造
「
民
本
主
義
」
提
唱

29

1917

6

陸
羽
東
線
開
通　

ロ
シ
ア
革
命

本
多
光
太
郎
が
Ｋ
Ｓ
磁
石
鋼
を
発
明

30

1918

7

創
立
30
周
年

米
騒
動
広
が
る　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行

31

1919

8

普
通
選
挙
運
動　

ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約

32

1920

9

国
際
連
盟
発
足　

第
1
回
メ
ー
デ
ー

33

1921

10

石
巻
線
開
通　

日
英
同
盟
破
棄

34

1922

11

4
年
生
は
本
校
へ
通
学

労
働
組
合
、
日
本
農
民
組
合
の
結
成
多
数

35

1923

12

関
東
大
震
災　

西
多
賀
村
に
電
灯

36

1924

13

治
安
維
持
法
公
布　

普
通
選
挙
法
公
布

37

1925

14

秋
保
電
気
鉄
道
と
改
称　

東
京
放
送
局
開
局

38
1926

15

新
校
地
用
地
造
成
（
北
赤
石
合
の
沢
南
）

仙
台
市
電
開
通

39
1927

昭
和

2

校
舎
落
成
移
転　

記
念
植
樹

1
〜
3
年
生
ま
で
1
学
級
編
成

リ
ン
ド
バ
ー
グ
大
西
洋
横
断
飛
行

40

1928

3

N
H
K
仙
台
放
送
局
開
局　

普
通
選
挙
の
実
施

41

1929

4

世
界
経
済
大
恐
慌

42

1930

5

校
舎
石
垣
竣
工　

教
育
後
援
会
結
成

米
価
大
暴
落　

不
況
と
冷
害

43

1931

6

3
年
生
ま
で
2
学
級
編
成
と
な
る

満
州
事
変　

長
町
〜
秋
保
に
バ
ス
運
行

44

1932

7

満
州
国
成
立　

5
･
15
事
件

45

1933
8

1
〜
4
年
生
ま
で
2
学
級
編
成
と
な
る

国
際
連
盟
脱
退　

三
陸
沿
岸
大
津
波

46

1934
9

赤
石
橋
竣
工　

東
北
地
方
大
凶
作

47

1935

10

校
地
拡
張　

一
教
室
増
築
（
西
方
）

生
出
小
校
旗
・
校
歌
制
定

伊
達
政
宗
騎
馬
像　

青
年
学
校
開
設

48

1936

11

2
･
26
事
件　

仙
台
市
動
物
公
園　

プ
ロ
野
球
開
始

49

1937

12

仙
山
線
開
通　

盧
溝
橋
事
件
日
中
戦
争
勃
発

50

1938

13

創
立
50
周
年　

井
戸
竣
工
（
東
南
方
）

国
家
総
動
員
法
公
布　

代
用
品
の
時
代
へ

51

1939

14

初
代
主
任
小
関
先
生
墓
碑
建
立
（
金
剛
寺
）

第
2
次
世
界
大
戦
開
戦　

賃
金
物
価
統
制
令

52

1940

15

教
育
母
の
会
結
成　

二
宮
像
建
立

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟

53

1941

16

生
出
国
民
学
校
赤
石
分
教
場
と
改
称

太
平
洋
戦
争
に
突
入　

米
穀
配
給　

外
食
券
制

54

1942

17

翼
賛
選
挙　

仙
台
市
営
バ
ス
開
業　

金
属
回
収
令

55

1943

18

放
送
施
設
・
鉄
棒
備
付

学
徒
出
陣　

女
子
勤
労
挺
身
隊

56

1944

19

本
土
空
襲
激
化　

集
団
疎
開　

神
風
特
攻
隊

57

1945

20

単
式
3
学
級
編
成
と
な
る
（
1
〜
3
年
生
）

※
4
年
生
は
本
校
へ　

仙
台
大
空
襲　

原
爆
投
下　

終
戦　

国
際
連
合
成
立

58

1946

21

日
本
国
憲
法
公
布　

農
地
改
革

59

1947

22

生
出
村
立
生
出
小
学
校
赤
石
分
教
場
と
改
称

新
学
制
発
布
（
6
･
3
制
）　

教
育
基
本
法
公
布

カ
ス
リ
ン
台
風

60

1948

23

P
T
A
赤
石
支
部
結
成　

赤
石
分
校
と
改
称

ミ
ル
ク
給
食
開
始

日
本
脳
炎
流
行

61

1949

24

視
聴
覚
教
材
備
付

東
北
大
学
新
発
足　

湯
川
博
士
ノ
ー
ベ
ル
賞

62

1950

25

朝
鮮
戦
争　

宮
城
球
場
開
設

63

1951

26

日
米
安
全
保
障
条
約　

パ
ン
給
食

64

1952

27

4
年
生
ま
で
4
学
級
編
成　

給
食
室
・
西
便
所
竣
工

2
教
室
増
築　

ブ
ラ
ン
コ
備
付

ラ
ジ
オ
仙
台
開
局

65

1953

28

中
国
か
ら
引
揚
げ
開
始　

テ
レ
ビ
放
送
開
始
（
東
京
）

66

1954

29

シ
ー
ソ
ー
備
付

自
衛
隊
発
足　

洞
爺
丸
沈
没　

プ
ロ
レ
ス
盛
況

67

1955

30

電
話
架
設　

掲
揚
塔
備
付　

図
書
室
整
備

第
1
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会　

仙
台
で
テ
レ
ビ
放
送
（
N
H
K
）

68

1956

31

仙
台
市
立
生
出
小
学
校
赤
石
分
校
と
改
称

日
ソ
国
交
回
復　

国
連
加
盟　

生
出
村
仙
台
市
に
合
併

69

1957

32

川
添
地
区
河
原
に
運
動
場
造
成

ソ
連
人
工
衛
星
打
上　

昭
和
基
地　

仙
台
空
港

70

1958

33

創
立
70
周
年　

給
水
施
設
・
水
道
完
成

米
人
工
衛
星
打
上　

一
万
円
札
発
行

71

1959

34

ソ
連
月
面
探
査
ロ
ケ
ッ
ト

72

1960

35

チ
リ
地
震
津
波　

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
（
東
京
）

73

1961

36

秋
保
電
鉄
廃
止　

東
北
本
線
上
野
仙
台
間
電
化　

大
倉
ダ
ム

74

1962

37

完
全
給
食
実
施　

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
設
備

蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
開
通

75

1963

38

75
周
年
記
念
式
典
挙
行　

鼓
笛
隊
結
成　

テ
レ
ビ
備
付

義
務
教
育
用
教
科
書
無
償
化　

日
米
テ
レ
ビ
宇
宙
中
継

76

1964

39

井
戸
埋
立　

簡
易
水
道
設
置

東
海
道
新
幹
線　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
三
宅
義
信
金　

八
木
山
動
物
公
園

77

1965

40

購
買
部
・
放
送
部
室
設
置

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
激
化

78

1966

41

体
育
館
落
成　

ピ
ア
ノ
・
暗
幕
等
設
備

中
国
文
化
大
革
命　

明
治
百
年　

大
学
紛
争

79

1967

42

中
東
戦
争　

四
日
市
公
害
裁
判　

東
北
大
博
覧
会

80

1968

43

本
校
よ
り
給
食
運
搬　

明
治
百
年
記
念
庭
園

雲
梯
等
遊
具
設
置

3
億
円
事
件　

新
関
山
ト
ン
ネ
ル　

東
北
本
線
全
線
電
化

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
三
宅
義
信
金

81

1969

44

共
同
水
道
組
合
加
入　

校
門
移
転

フ
ェ
ン
ス
設
備
・
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
設
置

米
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

82

1970

45

掲
揚
塔
・
鉄
棒
設
置

米
の
生
産
調
整　

釜
房
ダ
ム
完
成　

宮
城
交
通
発
足

83

1971

46

ブ
ラ
ン
コ
設
置　

住
宅
改
修　

観
察
池
改
修

イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
裁
判　

仙
台
新
港
開
港　

女
川
原
発
着
工

84

1972

47

焼
却
炉
設
置　

倉
庫
建
設

沖
縄
返
還　

日
中
国
交
正
常
化　

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

85

1973

48

本
校
百
周
年　

組
立
式
プ
ー
ル
設
置

火
災
報
知
器
設
置

水
俣
病
裁
判　

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

86

1974

49

職
員
室
天
井
改
装

米
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件　

企
業
倒
産　

物
価
高
騰

87

1975

50

市
上
水
道
給
水
開
始　

は
ん
登
棒
設
置

沖
縄
海
洋
博　

学
校
主
任
制
度

88

1976

51

チ
ャ
イ
ム
設
置　

屋
体
通
路
竣
工　

門
扉
設
置

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件　

仙
台
市
電
鉄
廃
止　

大
冷
害

89

1977

52

校
舎
裏
排
水
溝
竣
工　

職
員
室
前
下
水
改
修

先
進
国
首
脳
会
議　

新
仙
台
駅
完
成　

円
高

90

1978

53

屋
体
外
部
時
計
備
付　

宮
城
県
沖
地
震

日
中
平
和
友
好
条
約　

東
北
自
動
車
道
（
盛
岡
南
岩
槻
間
）
全
線
開
通

91

1979

54

航
空
写
真
撮
影　

石
油
倉
庫
設
置

カ
ラ
ー
V
T
R

国
公
立
大
学
共
通
1
次
試
験　

瑞
鳳
殿
落
成

92

1980

55

雑
誌
「
け
や
き
の
街
」
取
材
・
掲
載

東
北
地
方
大
冷
害　

小
学
校
に
ゆ
と
り
の
時
間

93

1981

56

す
み
れ
児
童
会
市
P
連
よ
り
表
彰

コ
ピ
ー
機
設
置

中
国
残
留
孤
児
来
日　

校
内
暴
力
激
増

94

1982

57

校
舎
南
側
サ
ッ
シ
窓
に
改
修

東
北
新
幹
線
開
通
（
大
宮
〜
盛
岡
）

95

1983

58

テ
レ
ビ
「
わ
が
町
仙
台
」
取
材
・
放
映

文
部
省
指
定
道
徳
自
主
公
開

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

96

1984

59

ア
フ
リ
カ
の
飢
饉
深
刻
化　

新
紙
幣
発
行

97

1985

60

市
音
楽
発
表
会
出
場　

2
階
へ
水
道
増
設

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落　

い
じ
め
問
題
激
増

98

1986

61

市
清
掃
局
に
よ
る
学
校
ご
み
収
集
開
始

ハ
レ
ー
彗
星
接
近　

三
原
山
噴
火　

8
・
5
豪
雨

99

1987

62

水
洗
便
所
竣
工
（
校
舎
内
・
体
育
館
）                                               

国
鉄
民
営
化　

J
R
発
足　

仙
台
市
営
地
下
鉄
南
北
線
開
業

100

1988

63

北
側
サ
ッ
シ
窓
改
修

分
校
百
周
年
記
念
事
業
・
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
9
/
10

青
函
ト
ン
ネ
ル
・
瀬
戸
大
橋
開
通

泉
市
・
秋
保
町
・
宮
城
町
合
併

101

1989

64

昭
和
か
ら
平
成
と
改
元　

中
国
天
安
門
事
件　

消
費
税
3
％

102

1990

平
成

2

バ
ブ
ル
経
済　

中
東
湾
岸
戦
争
勃
発　

東
西
ド
イ
ツ
統
一

103

1991

3

東
北
・
上
越
新
幹
線
・
東
京
駅
乗
り
入
れ
開
始　

ソ
連
崩
壊

104

1992

4

校
舎
移
転
工
事
に
伴
い
、
仮
校
舎
に
移
転

（
木
造
校
舎
解
体
完
了
）

学
校
週
5
日
制
開
始

仙
台
市
営
地
下
鉄
南
北
線
泉
中
央
ま
で
延
伸

105

1993

5

新
校
舎
等
建
設
開
始
7
/
29

サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
開
幕

106

1994

6

新
校
舎
で
の
授
業
開
始
4
/
8

増
改
築
落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会
9
/
3

校
庭
使
用
開
始
9
/
3

記
録
的
な
猛
暑
、
各
地
で
水
不
足
被
害
発
生

松
本
サ
リ
ン
事
件

107

1995

7

赤
石
分
校
校
舎
優
良
施
設
表
彰
（
文
部
大
臣
）

阪
神
淡
路
大
震
災　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

W
i
n
d
o
w
s
95
発
売

108

1996

8

未
来
の
町
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

地
底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館　

た
ま
ご
っ
ち
発
売

109

1997

9

仙
台
・
ヘ
ル
シ
ン
キ
子
ど
も
会
議

消
費
税
5
％　

山
一
証
券
経
営
破
綻　

仙
台
ス
タ
ジ
ア
ム
開
場

110

1998

10

創
立
110
周
年　

パ
ソ
コ
ン
導
入

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

111

1999

11

赤
石
分
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

仙
台
市
人
口
100
万
人
達
成　

2
0
0
0
年
問
題

携
帯
電
話
の
普
及

112

2000

12

第
45
回
才
能
開
発
実
践
教
育
賞
受
賞

二
千
円
札
発
行　

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
導
入

113

2001

13

東
北
水
す
ま
し
賞
表
彰

仙
台
東
部
・
南
部
道
路
全
線
開
通　

米
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

114

2002

14

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
同
開
催

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
J
1
昇
格

115

2003

15

三
位
一
体
改
革
と
規
制
改
革
決
定　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
増
加

116

2004

16

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
の
家
族
が
帰
国　

新
紙
幣
発
行

楽
天
野
球
団
設
立

117

2005

17

東
北
水
す
ま
し
特
別
賞
表
彰

愛
･
地
球
博
（
愛
知
万
博
）

118

2006

18

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
荒
川
静
香
金

119

2007

19

年
金
問
題
発
覚　

仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
開
業

120

2008

20

創
立
120
周
年

宮
城
内
陸
地
震　

新
天
文
台
開
館　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及

121

2009

21

仙
台
商
業
高
と
仙
台
女
子
商
業
高
が
統
合

裁
判
員
制
度
開
始

122

2010

22

東
北
水
す
ま
し
賞
表
彰

東
北
新
幹
線
全
線
開
通
（
新
青
森
駅
開
業
）

123

2011

23

東
日
本
大
震
災
（
M
9.0
）
発
生

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

124

2012

24

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

125

2013

25

プ
ロ
野
球
東
北
楽
天
日
本
一

126

2014

26

消
費
税
8
％　

日
本
人
総
人
口
の
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
羽
生
結
弦
金

127

2015

27

休　

校

仙
台
市
営
地
下
鉄
東
西
線
開
業　

生
出
小
と
坪
沼
小
統
合

128

2016

28

北
海
道
新
幹
線
開
業　

イ
ギ
リ
ス
E
U
離
脱
決
定

129

2017

29

震
災
遺
構
荒
浜
小
学
校
公
開　

東
北
絆
ま
つ
り
開
催

130

2018

30

創
立
130
周
年

全
国
的
な
猛
暑
と
自
然
災
害
増
加　

学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
加
速　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
羽
生
結
弦
金

131

2019

31

元
号
が
5
月
か
ら
「
令
和
」
と
な
る　

消
費
税
10
%

132

2020

令
和

2

生
出
小
に
エ
ア
コ
ン
設
置

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

133

2021

3

閉　

校
3
/
31

閉
校
式
7
/
4

2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
一
人
一
端
末
導
入

赤
石
分
校
沿
革
史
と
社
会
の
歴
史

0

30

60

90

120

150
在
籍
児
童
数

2117
354247

6566
8383

979294

126

76
67

39373631393124
744

M21T1T5 M40 M35 M30 M25T10S1S5S10S15S20S25S30S35S40S45S50S55S60H1H5H10H15H25 H20H30R1

初代
明治 21～大正4 年度
茂庭　秀福

初代
昭和 22～23・29 年度
叶　与一郎

第 2代
昭和 24～28・30～32 年度
太田　忠治

第 3 代
昭和 33 年度
守屋　喜四郎

第 4代
昭和 34～35 年度
髙橋　勲

第 5 代
昭和 36～39 年度
太田　久三郎

第 6 代
昭和 40～41年度
櫻井　惣治郎

第 7代
昭和 42 年度
大井　朝治郎

第 8 代
昭和 43～44 年度
浅沼　邦治

第 9 代
昭和 45～47年度
遠藤　育朗

第10 代
昭和 48～52 年度
茂木　慶之助

第11代
昭和 53～54 年度
嶺岸　進

第12代
昭和 55～56 年度
太田　尚吾

第13 代
昭和 57～59 年度
佐藤　文男

第14代
昭和 60 年度
佐藤　正充

第15 代
昭和 61～ 62 年度
佐藤　正一

第16 代
昭和 63～平成 6 年度
根本　慶宗

第17代
平成7～8 年度
遠藤　茂樹

第18 代
平成 9～11年度
水間　誠

第19 代
平成12～13 年度
金須　伸也

第 20 代
平成14 年度
佐藤　真紀

第 21代
平成15～17年度
河村　浩佳

第 22代
平成18～21年度
嶺岸　若夫

第 23 代
平成 22～25 年度
太田　孝

第 24代
平成 26 年度
佐藤　真澄

第 25 代
平成 27～30 年度
廣田　広美

第 26 代
平成 31年度
藤林　真也

第 27代
令和 2 年度～
山田　勝功

第 2代
大正5～8 年度
庄子　定三郎

第 2代
明治36 年度
菅野　太郎吉

第 3 代
明治42～大正11年度
小林　養作

第 4代
大正12～昭和 26 年度
菅山　現通

第 5 代
昭和 27～32 年度
尾形　綾雄

第 6 代
昭和 33～36 年度
笠原　令一

第 7代
昭和 37～39 年度
佐藤　吉郎

第 8 代
昭和 40～41年度
板橋　寿

第 9 代
昭和 42 年度
小林　重男

第10 代
昭和 43～45 年度
千葉　三郎

第11代
昭和 46～48 年度
今野　健治

第12代
昭和 49～50 年度
山路　謙三

第13 代
昭和 51～52 年度
高橋　昭二

第14代
昭和 53～55 年度
高橋　信夫

第15 代
昭和 56～ 60 年度
猪狩　武

第16 代
昭和 61年度
太宰　達郎

第17代
昭和 62～ 63 年度
齋藤　孝雄

第18 代
平成元年～2 年度
川下　一明

第19 代
平成 3～7年度
渡辺　知

初代
明治21～35・37～41年度
小関　花之助

第 3 代
大正9～12 年度
伊藤　庄十郎

第 4代
大正13～14 年度
星　栄吉

第 5 代
大正15～昭和 4 年度
菅原　直義

初代
昭和 2～4 年度
山田　夘八

第 2代
昭和 5～15 年度
太田　滝次郎

第 3 代
昭和16～22 年度
守屋　平次郎

第 4代
昭和 23～25 年度
太田　栄之助

第 5 代
昭和 26～28 年度
太田　喜三郎

第 6 代
昭和 29～30 年度
山田　考誠

第 7代
昭和 31～32 年度
守屋　一

第 8 代
昭和 33～36 年度
山口　嘉藏

第 9 代
昭和 37～40 年度
守屋　喜四郎

第10 代
昭和 41～44 年度
後藤　忠吉

第11代
昭和 45 年度
嶺　義夫

第12代
昭和 46～48 年度
山田　孝悦

第13 代
昭和 49～50 年度
千葉　正次

第14代
昭和 51～54 年度
太田　尚吾

第15 代
昭和 55～56 年度
太田　重雄

第16 代
昭和 57～58 年度
太田　良市

第17代
昭和 59～ 60 年度
佐藤　正一

第18 代
昭和 61年度
山田　勝三郎

第19 代
昭和 62～ 63 年度
安海　吉男

第 20 代
平成元年度
若柳　恒雄

第 21代
平成 2～3 年度
守屋　一朗

第 22代
平成 4～ 6 年度
後藤　潔

第 23 代
平成7年度

瀬戸川　信治
第 24代

平成 8～11年度
金須　伸也

第 25 代
平成12～13 年度
沼田　正弘

第 26 代
平成14 年度
太田　孝美

第 6 代
昭和 5～7年度
赤松　元

第 7代
昭和 8～11年度
石崎　亀治

第 8 代
昭和12～13 年度
熊谷　広治

第 9 代
昭和14～19 年度
星　泰三郎

第10 代
昭和 20 年度
渡辺　甲盾

第11代
昭和 21年度
菅原　章治

第12代
昭和 22～25 年度
中村　武

第13 代
昭和 26 年度
吉田　龍雄

第14代
昭和 27～28 年度
貝山　貢紀

第15 代
昭和 29～31年度
高橋　薫

第16 代
昭和 32～33 年度
大野　睦雄

第17代
昭和 34～37年度
佐藤　昌三

第18 代
昭和 38 年度
小金井　重光

第19 代
昭和 39～40 年度
早坂　長蔵

第 20 代
昭和 41～42 年度
大森　悟

第 21代
昭和 43～44 年度
小野寺　正三

第 22代
昭和 45～47年度
小林　宏

第 23 代
昭和 48～50 年度
浅野　周右衛門

第 24代
昭和 51～53 年度
須藤　良吉

第 25 代
昭和 54～57年度
鈴木　金治郎

第 26 代
昭和 58～ 60 年度
佐藤　哲郎

第 27代
昭和 61～ 62 年度
駒井　和子

第 28 代
昭和 63～ 64 年度
守屋　善三

第 29 代
平成 2～5 年度
高橋　脩一

第 30 代
平成 6～ 9 年度
武内　毅

第 31代
平成10～11年度
早坂　淑子

第 33 代
平成16～17年度
福島　豪一

第 32代
平成12～15 年度
庄子　晃

第 34代
平成18～21年度
細倉　公一

第 35 代
平成 22～23 年度
砂金　靖志

第 36 代
平成 24～25 年度
菅原　一郎

第 37代
平成 26～28 年度
廣瀬　清文

第 38 代
平成 29～31年度
癸生川　義浩

第 39 代
令和 2 年度～
石垣　恵

第 20 代
平成 8～14 年度
齋藤　昭雄

第20代
第 21代

平成15 年度
菅原　幸男

第21代
第 22代
平成16 年度
佐藤　朗

第22代

第 27代
平成15～17年度
加藤　浩昭

第27代
第 28 代

平成18～19 年度
太田　芳隆

第28代
第 29 代

平成 20 年度
早坂　俊春

第29代
第 30 代
平成 21年度
金子　碩

第30代
第 31代

平成 22 年度
守屋　とも子

第31代
第 32代

平成 23 年度
松林　孝

第32代
第 33 代

平成 24・26 年度
太田　友海

第33代
第 34代

平成 25 年度
石川　洋子

第34代

第 23 代
平成17～19 年度
志子田　則明

第23代
第 24代

平成 20～25 年度
西村　正勝

第24代
第 25 代

平成 26 年度
阿部　和宣

第25代


